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CASBEE 札幌 1
評価マニュアル編 採点基準

採点基準

病院、ホテル、集合住宅については、建物全体として評価する項目（Q3、LR1、LR2、LR3）と、建物の〈共
用部分〉と〈住居・宿泊部〉を分けて評価する項目（Q1、Q2）があるため注意する。すなわちこれら3用途に
ついては、必ず〈建物全体・共用部分〉評価及び、〈住居・宿泊部〉評価を両方実施すること。

採点基準の表中に「（該当するレベルなし）」と記載されている欄と、空白の欄があるが、「（該当するレベル

なし）」となっている場合は、該当するレベルについては採点しないことを意味し、空白の場合には、その中間

レベルを任意に採点可能なことを表している。

また、各採点項目中に表示されている以下のマークは評価対象とする建物用途名を表すものであり、適用

のマークが表示されている場合には、その建物用途において、当該項目の評価が必要であることを表してい

る。

● 凡例 

建物用途名 適 用 適用外

事 務 所 事 事

学 校 学 学

物 販 店 物 物

飲 食 店 飲 飲

集 会 所 会 会

病 院 病 病

ホ テ ル ホ ホ

集合住宅 住 住

工 場 工 工


